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氏 名    清原 晏 

推薦団体   熊本市 

主な活動地  熊本市、大津町、東京都 

概要 

清
原 
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夢
部
門 

き
よ
は
ら 

 
 

は
る 
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清
原
晏
氏
は
、
令
和
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
十
七
回
く
ま
も

と
全
国
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大

臣
賞
・
熊
本
県
知
事
賞
（
全
国
一
位
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
熊
本
市
主
催
事
業
で
、
若
手
邦
楽
家
の
登

竜
門
と
さ
れ
て
お
り
、
二
十
七
回
目
に
し
て
、
初
め
て
県
内
在
住
・

出
身
者
が
最
高
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

氏
は
、
五
歳
か
ら
箏
を
始
め
、
高
校
生
時
代
に
は
熊
本
県
高
等

学
校
器
楽
コ
ン
ク
ー
ル
日
本
音
楽
部
門
三
年
連
続
一
位
、
第
二
十

六
回
お
か
や
ま
全
国
高
校
生
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
奨
励
賞
な
ど
、
優

秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
現
在
は
熊
本
を
拠
点
に
古
典
曲
や
箏
の
魅
力
を
伝
え
る

活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
現
代
曲
や
他
楽
器
と
の
音
楽
の
共

有
を
通
じ
て
箏
に
し
か
表
現
で
き
な
い
音
楽
活
動
を
し
た
い
と
、

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
氏
は
、
県
内
の
若
手
邦
楽
家
の
文
化
活
動
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、
今
後
益
々
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

  

平
成
二
十
七
〜
二
十
九
年 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

熊
本
県
高
等
学
校
器
楽
コ
ン
ク
ー
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日
本
音
楽
部
門
独
奏
の
部 三

年
連
続 

一
位 

平
成
二
十
九
年 

第
二
十
六
回
お
か
や
ま
全
国
高
校
生
邦
楽 

 
 
 
 
 
 
 

コ
ン
ク
ー
ル 

奨
励
賞 

 

令
和
三
年 

 
 

第
二
十
六
回
く
ま
も
と
全
国
邦
楽 

コ
ン
ク
ー
ル 

優
秀
賞 

令
和
四
年 

 
 

第
二
十
七
回
く
ま
も
と
全
国
邦
楽 

コ
ン
ク
ー
ル 

最
優
秀
賞
・
文
部
科
学
大 

臣
賞
・
熊
本
県
知
事
賞 

令
和
四
年 

 
 

宮
城
道
雄
記
念
コ
ン
ク
ー
ル
一
般
の
部 

 
 
 
 
 
 
 

第
一
位 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


